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50 の 厨 Ni 上 還 | 





親愛 な る ム ス リ の 様 


親愛 な る ムスリム の 皆様 。 崇高 な る 教え イス ラー ム は 、 


最も 尊い 被 造物 と し て 創造 され た 人 間 が この 世界 で 安 ら 
きど と 安 全 の うち に 生き る こと が で きる よう 、 次 の 玉 つ の 
原則 を 守る こと を 舘 じ て いま す 。 人 類 に と っ て 不可 欠 な 
も の と され る 原則 は 以下 の と お り で す 。 


生命 の 保護 、 知 の 保護 、 
示 教 の 保護 、 次 世代 の 保護 、 
財産 の 保護 で す 。 今 日 人 類 
が ほか の 何より も 必要 と し 
て いる この 普遍 的 原則 を 解 
説 し 、 一 緒 に みて いき まし 


ーー 


よう 。 


生命 の 保護 : 人 の 最も 尊 
いも の は その 仁 で す 。 そ し 
て すべ て の 生命 は 保護 の も 
と に あり ます 。 人 は 自分 の 
命 を 危険 に さら す 行 為 を と 
人 こと この で きい よう に 。 
他 者 の 命 を 危険 に さら す 行 動 に で る こと は で きま せん 。 
崇高 な る アッ ラー は クル アー ン で 「 ま た あな た が た 自身 
を 、 殺 し (た り 害 し ) て は な ら な い 。 誠 に アッ ラー は あ 
な た が た に 慈悲 深く あら れる 。」 (婦人 章 第 2 9 節 ) と 
命じ し られ 、 自 分 た ち 自身 に 物質 的 ・ 精 神 的 な 害 を 与え る 
こき を 款 し DP ます 。 


知 の 保護 : 人 に 与え られ 、 人 を 他 の 彼 造 物 よ り も すぐ 


れ た 存在 と し て いる 最大 の 恵み が 知性 で す 。 知性 は 人 に 
宗教 的 ・ 人 間 的 な 責任 を 負わ せ 、 人 も また この 責任 を 認 
識 し 、 知 性 に 害 を 及ぼ す よ うな 





あら ゆる 薬物 や 、 酷 町 させ る よう な あら ゆる 種類 の 趣 い 


将 慣 か ら 遠 ざか る 必要 が あり ます 。 預言 者 


ムハンマド は 「 ア ッ ラ ー は 酒 に お ぼれ 悔 悟 し な い 者 に 


天国 の 飲み 物 を 飲ま せら れ な い 」 と お っ し ゃ られ 、 知 性 


に 害 を 及ぼ す 趣 い 習 慣 を 持つ 者 の 先行 き を 告げ て お られ 
2 


未 教 の 保護 : 私 た ち 
へ の 信託 で ある 教え 
0 ツ デ を よく 
理解 し 、 そ れ に お 2 
じ て ふ る ま 2 必要 が 
あり ます 。 教え を 保 
本 する こと 民 。 それ 
に 何 か を 付け 加え た 
り 逸 脱し た りす る こ 
と を 必 け 、 ま っ と 2 う 
な 形 で 実践 し 、 そ の 
だ 0O002 2 0 ずる の こと 
に よう つて 腸 ど と で こり ま す 、 グル アーン で ! そ れ で あな 
た は あな た の 顔 を 純正 な 教え に 、 確 り 向 け な さ い 。 ア ッ 
ラー が 人 間 に 定 め ら れ た 天性 に 基 い て 。 ア デッラ ー の 創造 
に 、 変 更 が ある 管 は な い 。 そ れ は 正しい 教え で ある 。 だ 
が 人 びと の 多く は 分 ら な い 。」 (ビザ ンチ ン 章 第 3 0 節 ) 


と 命じ られ 、 真 の 方 向 が され て いま す 。 


次 世代 の 保護 : 次 世代 の 保護 は 、 一 つの 民族 の 存続 の 
た め の 第 一 の 保障 で す 。 過去 の 預言 者 た ち も 、 ク ルアー 
ン で 語ら れ て いる よう に 、 ア デッラ ー に 信仰 する よい 子孫 
を 求め て いま し た 。 こ こ か ら も ゃ 理解 され る よう に 、 健 人 
で し っ か り し た 次 世代 を 育成 する こと は 私 た ちの 将来 に 
と っ て この 上 な く 重 要 で す 。 私 た ち が 育 成す る 次 世代 が 


悪い 事柄 か ら 遠 さか り 、 教 育 を 受け 、 高 い 意識 を 持ち 、 
入国 や 民族 の 役 に 立 と うと いう 頁 任 感 を 備え た 世代 で あ 
(07Ne NO で すず 。 


財産 の 保護 : 現世 で の 最も 重要 な 試練 の 一 つが 財産 で 
す 。 私 た ちの 教え は 、 財 産 の 保護 に お ける 注意 深 さ に 重 
き を 置き 、 合 法 な 利益 を 得る こと に よっ て これ を 実践 す 
の こと が で きる の と 了 ん た てい す 。 言 有 みろ パン マ ド し は 
正 な 財産 を 手 に する こと を 禁じ られ 、 私 た ち を 居 が ら せ 
る よう な 警告 を な され て いま す 。 ハ ディ ー ス で は 「 誰 か 
ら 他 者 の 財産 を 不正 に 


搾取 すれ ば 、 ア デッラ フー は 来世 で 六 に よっ て 応え られ る 」 
と 仰せ られ て いま す 。 


今日 の フト バ を 要約 に よっ て 締め くく る な ら 、 イ スラ ー 
ム の 教え は あら ゆる 人 の 名 蒼 、 尊 厳 、 自 由 、 款 教 、 財 産 、 
そし て 生命 を 保障 し 、 現 世 で 愛情 と 信頼 の うち に 生き る 
こ 癌 を 可 月 と し て いま す 。 和 た ら の なす で きこ と は 、 人 
高 な る 主 の この 原則 を 守り 、 そ れ に し た が っ て 行動 する 
こと 2000' で の 。 


